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おもな内容 :0会員館園年頭の抱負 く〉無関心へのアプローチ (その 2) 神奈川県立青少年センタ 一 二宮健

O入館者増加へのアフ。ローチ 逓信博物館樋口次郎く〉電気科学館の第 6 次改装 大阪市立電

気科学館辰巳開く〉アメリカ全科協の紹介 国立科学博物館館回総一郎 く〉全科協北から

南から 秋田大学鉱山学部付属鉱業博物館高安泰Jl1J ()会員館園の紹介 松島水族館

それにつけて ， 報告しておきたいことは，日本の提 1
j 年頭にあたって <

案によるアジア地域博物館近代化会議がユネスコによ 2

2 昨年はコペシハーグンで開催された ICOM第10回 って取り上げられ，今年同 どろ東京附いてユネス :
; 大会に出席した.乙の大会は「博物館と近代世界」と コ主催で開催される見通しとなった ζ とである アジ ;

j いうテーマで， 世界各国の博物館人約 600 人が参加し ア各国から一流の博物館人が参加して，博物館の近代 j

i て行われた. 大会と同時IC開催された多くの国際委員 化 iζ関連する諸問題が討議される予定であるが，就中 i

i 会を通じて，参加者が情報の交換やデスカバョ γを 博物館職員の研修の問題が重要視されるので，今後実:
;行い，世界の一流博物館人に接することによって，い 施が計画されている研修コースの設定などに明るい見 1

i ろいろの知識を広めると同時に，各国の博物館が当面 通しが立ったととは ， なはりもよろ ζばしいととで 1
2 する問題がなにであるかを知るととができて頗る得る ある ，

i ととろがあった. 一方， 園内の峨員研修については，昨年来から始ま :
! 大会の冒頭デンマーク女王7ノレガレーテE世は，ス った第 3 回学芸員資格賦与の講習は，従前に比べて参 i
: ピ ーチを行って「われわれが現在生きている時代は， 加者が44名と多く，順調にすべり出している 今回は j
j うぬぼれでなく博物館時代と言うことができます そ 前期，後期の二回附けて講習が行われる関係もあっ j
i れは，近代的に設備された多数の博物館と ， すでに古 て参加者が増えた ζ とも考えられるが， なによりもと ;

i くから存在する博物館K対する人々の関心は非常に高 の研修会IC各方面の関心が高まってきたととはうれし:

; いものがあるから」と参会者を激励されたのであ い ζ とである j 
j る との女王の 「博物館時代」という言葉には，博物 全科協の皆さんの御協力を得て益々充実したものに i

;館をとりま く公衆一社会ーとそれに対する博物館の使 してゆきたいと考えている ~

; 命というものを暗示したものであると思う i 
1 われわれ博物館に関係している者は，これからも益 金国科学博物館協議会理事長 3 

1 Litz2Z223;?ける博物館の使命 イ角 的，f j
'.1 ' , ,,,, ,,'\ 

全科協会員館園の年頭の抱負

熱川パナナ ・ ワニ園長 木村 亘 す.

植物園が， 生きた植物資料の系統保存をはじめ，研究 系統保存もさるととながら ， 全ての基本となる豊富な

や教育普及を土台とする展示等によって，社会教育の責 資料を保有することが緊要と考え，今年度は資料収集IC

を果さねばならないのはいうまでもなく ， これは近年よ おおいに力を投ずる予定であります.

うやく 一般的に認識が高まり，その方向への努力が払わ

れるようになっています. しかし，現在の我が国の植物

園は他国のそれに比べ，まだまだ資料不足の感がありま

ア 3 タキ アー ボレータム園長 有灘龍雄

(1) 今年は昨秋から着手した植栽樹木の一部配置変えな
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ど圏内整備に努め る と共 iζ教育活動も充実いたしたい.

(2) 会社私立館園に対する税法上の優遇措置について，

全科協と して研究，強力K. 当局 lζ働きかけて頂きたい.

本年も昨年同様一層の御支援御指導をお願い申し上げ

ます.

伊良湖自然科学博物館長 伊藤 務

(1) ・ 館内の内部充実

の 抱 負

い問題lζ直面 しているわが国に於て ， 理工系博物館が果

たすべき役割とその具体的方法の討議ができるようにし

たいものです.

香川県自然科学館長 高松美一

昭和45年度から広大な五色台の自然、の中で ， 県内中学

校 2 年生が 4 泊 5 日の五色台教育をはじめて 5 周年にな

りました.

当館も 4 年目を迎えましたので ， メイシテーマミ黒 咋年度までは，本館での生物 ・ 地学 ・ 人文学習を「い

潮の道M にふさ わ しい内容であるかをもう一度検討 かに充実 したものにするか」に重点をおいたが， 本年度

し，内部充実 ICカを投入します特K船のコ ー ナーの は ， 館内学習は もちろん， 特κ，野外学習と館内学習の

展示内容の充実を期 したい. 一体化のため，館の職員が野外学習の指導のため ， 積極

・ 友の会活動の充実 的に館外に出て， ひとりひとりの生徒の課題解決の助言

当館の立地条件を考えて友の会活動を積極的に行 指導をする乙とにしていま す.

う.特K観光客の動向を把握 し，友の会活動に積極的

に参加していただく方針で会の運営を行って行く. 神奈川県立青少年センタ ー館長 大胡満寿男

(2)全科協を通じて各博物館との交流を計り，社会におけ 昭和47年度より 4 ヶ年計画の展示場改造事業は， 予算

る博物館のあり方を話し合うと共に博物館の活動を広く 抑制のため，さらに完成年度を遅らす乙とになった 本

社会lζ知らせていただく場として生かしてゆきたい. 年は人間尊重と物資愛護の精神を特K高錫し ， 現存の展

示品の常時点検 ・ 整備による完全利用と ， 来館者K喜ば

愛媛亜熱帯植物園長 窪 田義直 れ， より利用度の高い展示品を作製する展示技術の研

昨年は役所も退き 自由の体となった故， 園の内容も充 究，職員の専門的知識の向上をはかりたい . 全科協には

笑したいと思っておりましたが， 不幸にも病弱となり計 お願いするのみであるが， 専門職員や講師の派遣， また

画を実行する事が出来ませんでしたが，本年はアメ Y カ 遊休資材の活用， 研究会等技術交換の機会をお考えいた

とオキナワの二種のデイコを相当数導入し， 6 月と 8 月 だきたい

の 2 回ヤジの緑を背景 IC真紅の花を咲かせる景観は実に

見事です. 此の計画を本年の重点にしておりますから皆 神奈川県立博物館長 高橋 繁 蔵

々様の御支援をお願い致します. 開館以来 9 年目を迎え， どうやら皆様のお仲間入りが

出来るようになりました.今年あたりから活発な事業の

NHK放送時物館長 若菜三雄 展開をもくろんでおりましたが， 未曽有の県財政の危機

日本の放送も生まれて50年となりました . 半世紀の仕 にそう過し ， 諸事業にわたって，大巾 な削減を余儀なく

事を顧みると ， 諸先輩の労苦が身iζ しみます.大正14年 されております.

3 月 1 日「あーあー聞えますか， こちらは東京放送局で しか しその中で， 調査研究と，展示は館の生命でもあ

あります」の第一声が，電波IC乗って飛んだ時，みんな り，予算以上の効果をあげる所存です.

手をとりあって， 喜んだことでしょう.今年の 3 月，愛 終りに，全科協が，それぞれ性格の異る館の，よき集

宕山の放送博物館で， 記念の催しをいたします. どうぞ 合体として，発展される乙とを祈ります.

お出掛け下さい.お手持ちの資料も是非ど寄贈下さい .

大阪市電気科学館長 辰巳 博

(1) 昨年暮に一応第 6 次改装を終りましたが， 経済状勢

の関係で充分なものとはいえませんでしたので，今年は

可能な限り ， との不充分であった部分の充実をはかりた

いと考えています.

(2) 公害問題，エネノレギー危機， 資源対策といった難し
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川口市立児童文化センター館長 織本重義

乙の館は，少年たちのため ， 多彩な文化活動を行って

います. もちろん， 自然科学はその一つの柱です.今年

も ， 各活動 IC魅力とともに専門的な深さを持たせ，また

展示 ・ 教室 ・ 特別行事等全館の活動を関連づけ，体系化

したいと考えています.

全科協については，当分の聞はひきつづき国立科博の
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強い支援が必要でしょう. しかし各館も，たとえば協議

会機関誌への寄稿等を通じて，積極的 IL協議会を盛り上

げることに努めなければならないと思います.

神戸国際港湾博物館長 西川光一

世相の不安， 高物価の趨勢はそのとどまると乙ろを知

らないほど深刻になってきました. こんな乙とでは余暇

時代の到来を手ぱなしで喜んでおれないのではないでし

ょ うか だんだんむつかしくなってくるようです. それ

に対処しながら地道な活動をすすめていきたいものです

今後とも，全科協のみなさまの御指導，御鞭捲をお願い

申します.

交通博物館長 古谷善亮

戦後数十年を経て，国民の文化iζ対する動向も落ちき

をみせてきた.その為か古代文化の発掘も行われ，また

近代科学の面においても科学博物館の意義も大きくなっ

てきた.当館では，本年は，新幹線博多延長， 地下鉄の

拡充その他国民生活に必要な物資の海陵空輸送の近代化

による内容の拡充に力を入れるが， 全科協に望むと乙ろ

は，会科協の各部門を通じ，今後の必要燃料iζ関心を寄

せられるよう，世間の指導をして欲しいととである.

天文博物館五島プラネタ Y クム

館長 鏑 木 政岐

(1) 学芸課職員の欠員補充も終ったので，本年乙そ「学

芸報」の復刊， 1見学の手びき」の発刊等， 内部の充実

を計りたいと思う.

(2) 全科協職員研修会を通じて学芸課I隊員の資質の向上

を願う次第であります.

郡山市児童文化会館長 影 山 熊 男

近頃の子どもは， 、友達どうしの協力心がたりない M

‘友達とのつきあい方を知らない' ‘何をやらせても長

続きしない M などの声を耳にする.

とれらの原因の一つには，子ども達が，友達といっし

ょ に話しあい ， 考えたり，遊んだりする機会が少な く な

っ たからだといわれているので，

今年度の重点事業として，

1. 会館のまわりの空地を利用し，子ども達が心をひら

き，のびのびと遊べるようにする.

2 昔の遊びを復活し，よい遊び方をすすめる.

3. ものをつくったり，情操の心を高めるクラブ活動を

積極的にすすめる.

の
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抱 負

神宮徴古館農業館 幡掛正治

(1) 事務所及収蔵庫の増改築が緊急の課題となっている

ので，本年はその実現を期すべく努力したい.又， 農

業館は明治中期頃より農機具の収集を行い，今日相当

の数量となっているので，乙れの，収納並 1;:::展示を考

慮中である.

(2) 速報を要するものは，ガリ版でもよいから早 く 通知

するような方法をとられたい乙と.

逓信博物館長 二宮 健

(1) 入館者60万体制の定着化

入館者誘致施策の推進を図り，年間60万人以上の観

客動員をもくろみる . あわせて創意 i乙満ちた展示活動

を行い魅力ある博物館活動を展開する .

(2) 資料の充実と積極的活用

信頼される博物館活動を目指して，資料の積極的収

集と整理保存の充実ならびに調査研究の深化を図る

東京都児童会館長 熊 i撃繁樹

当会館は，創立以来11年になります.その間，都立唯

一の広域児童館として， 都内全域の児童に対するすーピ

スならびに区，市立児童館へのセンタ ー的機能という役

割を進めてきましたが，今後乙れらの役割を果たすべ く

一層努力してまいりたいと思っています.

なお，今年度の重点事業は次のとおりです.

1. 日 l寝子ども劇場の充実

2 会館報「東京の子ども」による児童福祉思想、の啓

発，普及.

3. 区市立児童館に対する援助，サービス.

4 図書，美術等各室及び屋上庭園の整備.

東京農工大学工学部附属繊維情物館

館長 佐々木 清文

(1) ・ 時物館の裏の空地を利用して繊維作物を栽培する

取り敢えず綿，麻等を植え，種子の入手次第草木染iζ

使用される染料植物の栽培まで手掛ける予定である

・ 高分子関係の展示品の充実

(2) 視聴覚教材の有効な利用法，動く展示の製作のため

の研究会の開催.

鳥取県立博物館長 西本 真 一

(1) 博物館活動と学校教育活動との連けいを深めるため

ア 小 ・ 中学校の教育課程の具体的な展開を，博物館

の展示活動の場で実現するように ， 効果的な常設展
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示iζ努める.

イ 小 ・ 中学校の児童 ・ 生徒及びPTA IC対する 巾広

の 抱 負

石を駆使してその生いたちを探り，現在IC生きる生物や

自然環境を余す所なく浮き彫りにし ， 生活舞台としての

い教育普及活動を実施する. 自然に対する正しい理解の上lζ立って人類と自然との調

ω 全科協の事業として， 多額の経質を要する複製標本 - . 和を明らかにして行とうとするものである .

の作成貨に対する国庫補助，全国巡回展の企画等の活動 構成κ当っては総合博物館としての特質を生かし，人

を推進し，加入館IC対し積紐的な情報と辿絡協調の機会 文 ・ 自然両部門からの展示の総合性を目指しているがま

を提供する等して，地方の自然史博物館の育成指導を図 乙とに容易なととではない.

られたい. 皆様の御指導御援助をお願いします.

福井市立郷土自然科学時物館長 小 林 貞七 労働省産業安全研究所(産業安全技術館〕

(1) 20数年を経た開館当初の展示には飽き足らない. 時 所長 秋 山 英 司

節がらフロアの拡張は立ち消えとなったので， 手狭の中 博物館界にとって厳しい情勢にあけた昭和50年の年頭

で展示の新鮮化，近代化を念願し，その第一歩を踏み出 にあたり，重点事業としては.

す所存 1. 新館開設以来 3年を経過した常設展示の整備更新を

小 ・ 中学校児童生徒中心の博物館活動の輸を広げ，地 積極的に進め， 教材としての効果を高めたい

城公民館とタイアップして，大人の参加と活動のプラ γ 2. 研究所附属博物館としての特殊性κかんがみ，技術

を立案し実施の手筈. 情報サービスの充実を図りたい.

(2) 広範な資料がほしい.全科協の仲介で，資料の交 つぎに全科協を生かして行く事業として，科学系博物
換，同定等の労を取ってもらいたい. 館の技術セジター的な機能の確立を望みます.

室蘭市青少年科学館長 内海 量失

(1) 昭和49年度より，中学生以下学習利用の入場料は無

料化されたので，通館パス借上料補助の実現iζ努力す

ると共に， 展示品老朽施設の更新に励みたい.

(2) 過去三年間，各地の貴重な資料を集め，ニュースに

紹介し，又実務iζ密着した有意義な事業研究会を開催

下さった，当局のど苦労lζ感謝申し上げ，今後共，研

究 ・ 情報資料センターとしての機能充実を願いたい

山形県立博物館長 佐 藤信一

開館以来 4年を経過し， 全面的な展示替を計国してい

る.現在の県民生活とのかかわり合いを重視し，郷土の

自然と文化を考え， 将来いかにあるべきかを洞察する場

にしたい. 教育普及活動と調査研究事業を拡充するとと

もと，県内の研究団体等との結びつきを強化じ， 経営参

加の機会をつくっていきたい.全科協は，もっと博物館

のあり方についての相互交流を推進すべきである .

山口県立山口博物館長 臼杵華臣

今年は当館が 2年IC一度ずつ開催する自主特別企画展

の年lζ当る .

タイトノレは「山口県の自然史J (案)

期日は10月 1 日から11月 10 日まで.

本県は我が国の三大化石県と言われているが豊富な化

和鋼記念館長 住田 勇

本年は不況をのり越えて，当館の古代製鉄IC関する展

示内容を一層充実していきたいと考えております.

乙のため専門的は勿論，一般参観者の興味をひく資料

蒐集も併せて行いたいと恩います.

1. 古代の「たたら製鉄J IC関する古文書，製品などの

入手と，乙れらの特別展示. 特 11:本年は日本刀IC関係

した資料IC重点をおく予定.

2. 中園地方ICおける「たたら製鉄」のJg跡の調査とそ

の記録の整備.

とれには関係地区に所在する全科協会員館閣の御協

力をお願いしたいと考えています.

3. 全科協のメシパーを地域または目的によって納分し

まずグループ毎の連繋を強化する乙と .

(館園名五十音順)

11 
i 急速に変わりつつある現在の社会状勢に対応して 11

ii ゆく科学博物館としての事業内容に，より一層の深 I!

ii 化性が問われている今日，と乙 IC新らしい年を迎え !I

ii さらに躍進への怠欲を新たにしている加入館園から!!
ii (1)今年の重点事業について， (2)全科協をどのように!
ii 生かしてゆくか，の 2項目に焦点をあて， 年頭の抱 !!
ii :負を寄せていただきました ど協力を感謝します !! 

!I~=，，=，，=.一一一= ー_..-一一一一 ="J
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無関心へのアプローチ (その の

一一 科学に無関心な人と科学館に無関心な人 一一一

神奈川県立青少年センタ一 二 宮 健

科学館の経営者なら誰でもより多くの人lζ7!とてもらい て結論を言えば，入館者の大部分が良い意味のレジャー

たいと願わない人はいない.最近はデパート あたりでと として館を利用している ζ とを示している . 乙のとと

ちらが顔負けするような催しをする l時代であるから ， 公 は ， 展示の見学態度を追跡してみるともっとはっきりわ

立といえどもまるっきり商売気抜きというわけにはいか かる . 一般に流し見が非常に多く ， 一つの展示品がー固

なくなってしまった.いったい科学館などというものが の演示を完了するその展示の固有時間までとどまって見

どのくらいの人に知られているものか， まだ一度も調べ 学する人は極めて少ない. ζ のような見学者の中で少し

た ζ とはないが， 入館者については数年来館内でアンケ 際立っているのは親子づれのグノレーフ。で見学者の17~ぢを

ー ト 方式によって ， いろいろな角度から入館者の意識調 占め ， 見学H寺間 も平均46分と長い.子供のほうは飽きて

査を行った〔註 1 ) .その結果， 始めて来た人は10%弱で いるのに親は休をかがめ， 指さして展示の説明文を読ん

あるのに ， 当館の施設や催 し ものについて「よくわか ら で聞かせている姿は涙ぐましくさえあり，中には説明を

ない」と答えた人が約%ぐらいいる ζ とがわかった. 入 克明 1<::記録していく人もあって，良かれ悪しかれ展示を

館者の805ぢ以上が地元の横浜市の人だから ， 全県民につ 企画した側にとっては，ぐっと科学よりのお客さんであ

いて調べたら，とれよりはるかに多い数字になるであろ る . しかし一般に青少年の好みのタイプは教科でいえば

う . 当館の催しものなどは「県のたよりJC註 2 ) などで 音楽が第 1 で，つぎが英語 〔註 3 ) というととろで，今

くどいほど広報をしているはずなのだが，意外に ζ うい 後望みたい設{illl としてスポー ツコ ー ナー，グームコーナ

う施設の乙とは世間 iζ知られていない.当館では館の施 ー， 勉強室， 食堂などを挙げる人が多い乙とからも入館

設を全県的公平に利用 してもらえるように ， 県下の中学 者のおよその意識がうかがわれる.

2 年生全員を対象iζ ， ノミスで送迎して実験や見学をす る さて， 同物館が対象とする広範囲の人たちを考えれば

� 1 日 青少年セシタ ー」という事業を開館以来すでに12 社会教育施設と しての役割り は この程度の浅い啓蒙でも

年も行っていて ， 青少年センタ ー といえば íああ， 中 十分だという見方も成りたつであろう.しかし，いつも

学生のとき一度来たことがある」という人が多いのであ とれで何となく不満が残るのは，実は無関心の第 2 のグ

るが，そとまでやってさえ乙のよのような状態である . ノレープとして科学そのものには部分的にせよ非常に強い

したがって ， 先号iζ科学技術館の山田氏がお書きになっ 関心を持ちながら科学館には無関心な人たちが居るとと

たよう IC ， 館の経営者が音楽会であろうと人形劇であろ である . 科学のある分野については自分の本l級以上に関

うと ， とにかくあの手乙の手で客を集めて ， まづ知 って 心を持っている人 ， 00マニアと呼ばれている専門家は

もらう ζ とに腐心するのは当然であろうと思う.そして だしのアマチュア，彼等は案外科学館に寄りつかない.

一度訪れると ， 私どもの調査でも 90%以上がまた来たい 彼等にとって科学館とはいかなる存在なのだろうか. 彼

と答えており ， 既に 6 回以上来ている人が入館者の305ぢ 等は少数の変り種ではない.視点を変えれば， 実は潜在

以上を占めていて ， 乙の直接眼で見，肌 1 <::感じて知 っても 的には非協; 1<::多くの人が乙れに入るのである . 視点ーー

らうという乙とは客集めにたいへん有効な方法であるか それは ， 今 日 のように膨大になった科学の体系と人の実

ら ， 音楽会や人形劇も場合によ っては安い投資と言える 生活をつき合わせてみたときの余りにも多い隙間， 大学

かもしれない. 言い替えると ， 世聞には潜在的に科学館 や研究所に関わりを持たない素人の研究家， 何かを知り

の施設に関心を持ってくれる人がまだまだ居るというと たいと思いながら，それをどうやって手に入れるかわか

とであって ， 乙の人たちは ， われわれがアプローチでき らずに手をとまぬいている人たち .彼等の眼に科学館

る無関心の第 1 グループという乙とになろうか. いや実 がたんに商品捌か倉庫の類にしか写つらないとしたら社

は入館者の大部分は ， 乙のグループの人たちで占められ 会教育の出番はどうなるのか いや， それよりも科学館

ているのであって ， 彼等は科学より館の施設をν ョー的 の経営者として， 乙う現実のニー ドが受けとめられない

な定、 l床で楽しんでいる人たちなのである.との乙とにつ のは ， まことに残念であるという外はないだろう.乙の

いて私どもが行った調査によって少し敷延したい. 2 年 ため lとはまず科学館の従来のイメ ー ジを変える必要があ

ほど前に当館の科学展示室を見学する人たちを追跡調査 る . 昨年コホーテク琴星のととが新聞に報道された際，

したところによると ， 展示室の平均滞留1時間は約 30 分 当館天文室には応接にうんざりするほど間合わせの電話

で， 60~ぢはグループ。で来ている乙とがわかった.要約し がかかってきたが， ζのような例はむしろ少ないのであ
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る.たとえば公害の問題などについて考えてみても，大 す役割という大きな問題を前にして，全科協のような組

衆の啓蒙のためにいったいどれくらいの役割りを果し得 織体がもっとしなければならない仕事が山積しているよ

たか，またもし科学館にそれを期待されたら，これをど うな気がするのである.

う理解させるか，あるいは適格に応答できるだけの知識

の用意があるか，担当者は苦慮せざるを得ないだろう.

乙のような要求は，工業試験所のような専門家からもく

る. rそんなととは，あなた方が専門家じ ゃあないです

か」と言いたくなるが，それが存外駄目らしい.そして

われわれも同様なのである.よく情報セシタ一機能とい

うととが言われるが，もし大衆が科学館 1<::対してそのよ

うなイメージを持ち，館側にそれだけの用意、があるなら

ば， とれだけでも従来とはかなり違った活動が生じ，館

の利用層はもっともっと厚くなるのではなかろうか?

しかしまだ道は遠い . そして，社会教育の中で科学の果

〔註 1 ) 当館は非常に多目的な施設を含んでいるが，本

文の性格上，科学館的施設について主に記す.

〔註 2 ) r県のたより」とは神奈川県庁広報課編集，通

常の新聞 2 - 3 ページ分くらいのもので毎月発行され

各戸に配達される.広報の効果はこれが一番よい

〔註 3 ) 少し変った調査で，あなたの好きな教科は何で

すかというアンケー ト による . との結果は平均値，男

子と女子で異なり，中学生と高校生ではまた途う . 中

学生男子では理科が第 1 位で64%.

入館者増加へのアプローチ

ーーよりよく ， より多き理解を得るために一一

通信をテーマとした逓信博物館(コミュニケーν ョン

. ミュージアム)はその歴史も古く明治35年iζ設立され

た. したがって所蔵資料も多く，郵便切手類(内 ・ 外国

を含め) 674 ， 000点，l!iR逓関係他一般資料 32， 000 点， 図

書22， 000点，および写真資料14， 000点等である . 乙の膨

大な資料の盤flli ・保存 ・ 調査研究を行い，研究した成果

を展示を通して一般に公開し 1 人でも多くの人 iζ利用

して貰えるよう願っている.

当館が現在地(千代田区大手UlJ) IC新装開館したのは

昭和39年12月である. 交通機関(地下鉄 4 線の交差駅iζ

在る ) IC恵まれた当地で ， しかも展示場は 1 階から 3 階

まで (5 ， 726m')あり，冷暖房その他の設備も完備されて

いる. 乙のように恵まれた博物館であるが，その割には

入館者が思うように増えないというのが実態であった .

当館の内容等から判断して年間入館者は当面60万人程度

は見込みたいものである.そこで，昭和47年度より重点

施策の一つに観客誘致施策を加えて入館者の増加を図っ

た結果，当館における入館者数は，別表iともあるように

とと 1 ， 2 年急激に増えている. 当館が行った観客誘致

施策が他館の参考になるかどうか，ともかく博物館を利

用して貰うよう各方面への積極的な働きかけと，魅力あ

る博物館活動の展開を図る積々なアイデアを駆使した催

事等をこ乙 lζ記し，乙の施策に|羽する各館閣の御芯、見，

アドパイス等賜われば幸いと思います.

1. 周知活動

(1) 教育委員会，学校との連絡の強化

博物館を利用する見学団体の大半は学校からの校外

逓信博物館 樋口次郎

学習と しての来館が多い. しかし学校によっては博物

館施設をまったく利用しないで観光施設等の見学で終

始している学校もまた多いのである.そ乙で教育委員

会，学校へ直接訪問し博物館利用を促進している.ま

ず都府県教育委員会へ次に市町村教育委へ行き各地域

の校外学習の実情を伺い博物館の周知を行う.一方学

校訪問については各地域の校長会長校，社会科担当部

長校を訪問し各校への周知をお闘いする.ある H寺は校

長会会議場へ出向し i博物館の利用を奨めることもあ

る. こうして博物館見学の第一歩を踏み出した学校は

以後毎年見学 1<::訪れるのである .

(2) 報道機関への周知協力の依頼

同J物館を PRするのに膨大な広告貨を支払うほど時

物館財源iζ余裕はない，そ乙で博物館ニュースを，取

材記事K，社会ニュースに，お知らせ欄iζ等々取り上

げて貰うよう常に密接な連絡(郵送 ・ 電話 ・ 訪問)を

とって協力を願っている.無関心層へは格好のアプロ

ーチと確信する.

(3) その他

当館の母体は郵政省である 全国の郵便局長に依頼

し，近傍の学校，各種団体等へ積極的な働きかけを願

っている . 最近においては乙の効果も現われてきてい

る .

2. 近傍新聞社との連携

都内および近県の小学校では校外学習に新聞社見学

を実施しているのがかなりある. 当館の周辺 1<:: はサ、ノ

ケ イ，読売，毎日の各新聞社があり，団体見学を奨励
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している . 乙のような ζ とから当館と上記三社と述携

し「通信と報道」をテー7とした同時見学会を実施し

ている.乙の企画は大いに当り ， 各学校か ら好評ーを博

している .

3. 博物館友の会の育成

小 ・ 中学生を対象とした 友の会を結成. 会員数は

5， 300 名 IL達している. 会員には各種{建物を通知する

他，郵趣のつどい，切手教室， ~忠信電話教室，テレク

ラブ等への積極的参加を呼びかける.

4. 夏休み子供大会

夏休みになると博物館で閑古鳥が鳴しいつしかこ

のよう な言葉がささやかれだした.マス コミは海や山

の賑いや， 母親が子供達の宿題の材料をデパート で買

い求める様子を盛んに報じている.夏休みにおける宿

題や家庭学習に博物館を利用しようとしない. このよ

うな現象は博物館の P R不足が原因しているのではな

かろうか.

当館では48年 8 月 l己、夏休み子供大会M を試みた

1 階特別展示場へ特設舞台を設け，博物館で 1 日中楽

しく過ごせるよう配Zました. その内容は講演会， 図工

教室， 音楽会，ぬい ぐるみ劇， エレクトーン演奏，映

画会等10日聞にわたって実施し ， 1 日平均 3， 000 人余

の入館者があった. これら人々のほとんどが 2 ， 3 階

の常設展示場をも見学し，時物館存在の認識を新たに

したととであろう. との子供大会は49年 8 月に も 12 日

間にわたって実施し前年にも増しての盛況であ った.

5. 資料の充実と積極的事用
上記各施策を行う一方，博物館の命脈である資料品主

備には，下記 3 項を遵守し， 魅力ある時物館活動の根

元として特段の配芯くをしている .

(1) 資料の積極的収集と調査研究の深化

(2) 資料活用の活発化

(め資料の整理保存の充実

6. 入館者利用施設の整備

入館者が増えるに従い館内各施設の整備も倍11:1の配

意が必要とな り ， 特IL防災設備の点検と防災訓練の充

実を図って入館者が安心して楽しく過ごせる環境をつ

くる よう心掛けている.

別表

年 度 入 館 者

40 212, 775人

41 178, 943 

42 174, 147 

43 223, 388 

44 252, 442 

45 209, 626 

46 270, 805 

47 302, 021 

48 494, 856 

49 605, 937 

(注) 49年度は12月末現在

. 、~・ 内、"'~'''''''~'.・山崎 山内J・・・....~......~..・・・ ・・ 世

電 気科学館の第 6 次改 装

大阪市立電気科学館は去る 12月 20 日 ， 第 6 次改装を終

え， 大阪市長以下関係者や出品協力の各業界代表などを

招いて披露式典を行い ， 翌21 日から一般市民に新しい装

いでお目見えした.

電気科学館は昭和の初期， 当時の大阪市電気局が屯灯

市営十周年記念事業の一環として計画し，昭和i2年 3 月

』ζ開館したもので， 当初は東洋でただ一つのプラネタリ

クムを有するとともに， 未来指向型の新しいすイ エジス

・ ミュージアムと して全国的にも有名であった. (未来

指向型の理工系博物館iζ対して、科学館'という名称を

用いたのは大阪市が最初であると自負しているが， もし

間違いであればど連絡願いたい).しかしその後第二次大

戦に伴う混乱や， 戦後の急速な技術革新の中で， 施設の

老朽化や展示の陳腐化が目立つようになったため，昭和

29年に関係業界や在阪諸官庁の援助を得て最初の大改装

を実施し，以後引続き 3~5年iζ一度ずつ， 時代の進展

大阪市立屯気科学館長 辰 巳 博

lζマッチするよう大改装を行って来て， 今回第 6 回目を

数える乙とになったわけである.

今回の改装で特Iéねらったことは，従米の単11:知識や

情報を与えるだけの形を脱し， 幾分なりとも考える場た

らしめようとしたととであるが， 充分lζは果たせなかっ

た.同時に子供が理屈抜きで楽しみ， とれによって科学

技術への興味を芽生えさせるための配慮も忘れぬように

した.新たに登場した展示物の中で， 特に注目を引くも

のとして， 次のようなものがあげられる.

(1)太陽エネルギー解説装置

三階の入口正面11:大きなパノラマを設け，エネノレギ ー

源としての太陽の偉大さや，その効果的な利用の可能性

などを，太陽電池の実物による模型電車の定行実験を交

えて解説する . 電車の速度は電池を照らす電灯の切11情を

制御するととにより変えられるようになっている .

(2) 大阪市民の足，これまで・いま・これから

7 -
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大阪市電宮IJ業以来， 市営交通機関が時代とともにどの

ように移り変ってきたかを，時間目盛とともに写真や模

型を織りまぜて解説し， 併せて今後の都市交通は ミνス

アム化、にかかっている と いう事実を考えさせるよう，

問庖の本質 と解決の方向付けをK ] 型 (J II喜回二郎氏の

頭文字)パネノレで示 した.

(3) コン ビュータ・コーナー

ミニコジピュータの実物と，コソビュータによる計算

の進め方解説装置とを並べたもので， 特IL後者は ツノレカ

ノ却を例にとって， コソビュ ータ内部で計算が進められ

る過程を，光と音の流れで明確lζ理解できるよう考案し

たユニークな装置である . これに加えて， 引続き 2 進法

の原理!と 2 進数が電気回路のON， OF FIζ対応する

乙とにより演集Iが可能となるととを示す装置の実現を昔|

阿している.

(4) マジッ ク・ルーム

別名 ‘透明人間'の部屋と称し， いろいろなからくり

を応用して， あたかも透明人聞が種々の動作をしている

如く演出する . 子供が理屈抜きで楽しむとともに， 大人

にもその 卜 3 ックを考えていただこうかという趣向であ

る.

以上は電気館の展示であるが， 天象館にも今回の改装

K合わせてスカイフイシ投影器を設置し， プラネタ Y ク

ムの効果を高めるようにした. 但 しとの方式は名古屋科

学館の前例にならっているので， 詳細は省略する .

大体以上述べたような内容により ， 乙 こ数年間やや低

調気味であった当館の展示は， 格段の充実をみると と と

なり，各方面から多大の反響を呼ぶ乙とが期待されてい

る.

ア メ リカ全 科協 の 紹 介

“ The Association of Science-Technology Cenｭ

ters" (astc と略称)が 1973年に正式に誕生した.科学

系の博物館の専門的会議の必要性は，アメリカ博物館協

会 (American Association of Museu l11s , AAM と略

称)内部で1960年Kはいって聞も11!~く特に強く叫ばれは

じめ， AAM 会議と併行してとの事u.の会合が持たれてき

たが， とれがHl立の協会になった沢である.その経緯は

全科協と全く 軌をーにしている.まだ会員数も50館余，

“as tc newsletter" も， Vo1. 1, No.1 が昨年10月に発

行されたばかり.乙れからの発展がJUI待される .

現在実行されている仕事は概要次のとおり

1. 展示計画実務講座 既に 3 同終了， 4 回目募集中

2. ルーズ Y ーフ式惇物館参考便覧 ①合衆国科学技

術向物館ガイド，②科学技術セジタ一関係文献一覧，③

外国科学技術博物館便覧， ④合衆同グディナ一一覧，@

科学技術陣物館野外活動の手引き，および⑥科学技術セ

ンターに|品lする文献の抜刷りの 6 項目についての情報連

絡用

3. astc の委員会

① 教育委員会 さらに 6分科会になっている(詳

国立科学博物館 鶴 田 総一 郎

細略〉

② 財政委員会 どうして資金を獲得するかの委員

会

③ 認定委員会 AAM で公認する博物館にはいろ

いろな援が公私から可能になっている . との公認

の仕事のうち科学技術系時物館については astc

が受持っととに AAM と協定が成立. ζ のため

の委員会

唯今のと ζ ろ以上の 3 委員会がいわば事業委員会とし

て活躍している .

とのおtcの特徴は，いわゆる博物館仲間の協会である

と同時に，アメ Y カ科学教師協会 (the National Science 

Teacher's Associat ion)，教育研究および情報セシター

(Educational Research and Information Cente r, 

ERIC と略称、)，ア メ 3 カ科学振興協会 (the American 

Association for the Advancement of Science, 
AAAS と略称〉等の関連団体と密接な述携のもとに事

業を行1~進しているととである .

全科協としても， astcとは今後特に述批を密にして行

く ζ とが必要かと考え られる.
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全科協北から南から

秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館

一一あゆみ一一 高安 泰 助

丘陵の ， 平地から約16m ばかり小高い中腹に，緑の杉

林を背にした白亜の建物は，円型と角型の調和もよろし

く ， その前庭に立てば日本海lζ突き出す男鹿半島や遠く

には秋田富士とも呼ばれる鳥海山 も望まれ，秋田市の観

光コ ース iζ入れられる程の名所にもなっているが， 乙れ

について諮るにはどうしてもその歴史から始めなければ

ならない.

明治43年現秋聞大学鉱山学部の前身である秋田鉱山専

門学校が創設された時に地質関係標本を主とした列品室

が設けられ， その後逐次整備充実されて本邦有数の標本

室となったが，昭和16年不幸にも列品室の階上にある物

理実験室からの出火 iとより全てが焼失した.また終戦/1寺

iζ学校の一部が米軍に接収されるなどの逆境にもめげず

再興を計り，昭和26年新制大学発足とともに鉱山侍物館

の名で再開され，翌年ζれが国立博物館相当施設の指定

をう けた .

昭和36年鉱山学部の創立50周年記念事業として卒業生

. 在学生 ・ 現旧教職員 ・ 鉱工業界 ・ 地元県市町村 ・ 篤志

家などの協力』とより現在の博物館を新築し，名称も鉱山

博物館から鉱業博物館lζ改称した.完工は 9 月 30 日 でこ

の l時の事業報告書をみると，昭和32年10月立案と岡崎iζ

実行に移されているから満 4 年をかけたことになるが，

当時で 1 億 4 千万円を要した建設資が全て寄付金によっ

てまかなわれ， また玄関前の 8 卜 γ と 5 ト γの庭石は無

償提供であり，他lζ寄付された資料も数多く，工事も裏

手の山を削り更に地下 8 mの岩雄を掘り起こすなど雪中

の突貫作業は難渋を極め，いかに苦労されたかが推測で

きる . 昭和40年に鉱業博物館の全施設が国lζ寄付採納さ

れ， 改めて秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館として現在

lζ至っている.

建築面積延 3， 663m' の博物館は前述のように円型 3 階建

の列品館と角型 4 階建の研究館IL大別される.研究館に

は16の研究室と図書室および資料収蔵庫 ・ 石工室 ・ 資料

整備室 ・ 工作室 ・ 配電室 ・ ボ イ ラ 一室 ・ 倉庫等があり，

資料収蔵庫には約 4， 000 点余の資料が納められ，研究室

では博物館の眼下にある鉱山学部の教官・ 学生が学部に

おける研究とあわせて日夜研究を行っている. 列品館は

館長室 ・ 事務室 ・ 応接室 ・ 会議室と 1， 563 rrf の陳列室 ・

休憩室 ・ 講堂からなり ， 吹き抜けの中央ホーノレ床は大理

石で 3 色を用いて雪の結晶を模様づけしてある . 一階陳

列室 iζは日本列島最古基盤岩類や秋田県の地層 ICI禁jする

資料 ・ 秋田県の鉱産物 ・ 鉱業 lζ関する古絵図それに化石

が時代別lζ展示しである . 二階陳列室iζは鉱物の外形 ・

物理性 ・ 成因による分類あるいは化学組成による分類 ・

結晶系による分類また金や銅など鉱物によっての鉱石桜

木を分類展示しであり， 宝貴一石コーナーでは天然や人造

の加工研磨された標本が原石と並べられて一般見学者に

はす乙ぶる人気があるようだ.三階陳列室には横窓がな

く 上方から反射により採光するように造られているので

外壁面にそって大型のものも展示可能であり，高さ 4 m

横lOm lζ及ぶ25万分の 1 日本地質鉱.i!î't立体模型や鉱山 ・

坑道 ・ 石油掘削模型それに試鍾機 ・ 水力採炭機 ・ ピット

・ 坑内照明具 ・ 各国の原油 ・ 鋼材 ・ 石英ガラス製品等の

実物標本また各種パヰ、ノレも展示している.陳列の桜*は

約 2， 500 点で一般公開をし， 特 IC 4 月下旬から 11月上旬

までは休館日を もうけず連日 9 /1寺から 16/1寺まで開館して

見学者の便をはかつているが，年間 1 万 3 千人位が主任訪

する.円型の陳列室は各階とも間仕切りがなく一室とし

て使用し，展示iζ余械をもたせた大型の桜木を自由に見

て回られるのが本館の特徴の-;J かも匁lれない. また例

外iζ もれず人員や予算面での悩みはあるが， 学内や同窓

生等からの絶えない協力 lζ よって資料が充実されてゆ く

のは伝統の強みでもあろう.

陳列や博物館活動 lζ数々の問題が残されてはいるも の

の ， 今との建物iζ隣接して文献資料館建設の計画が進め

られてい る.近年鉱業の衰退が著し く ，閉山が相継いで

いて各種フ。ログェク ト の資料 ・ 設計図 ・ 地質図 ・ 坑内図

その他関連事項の貴重なペーパー資料が散逸の機にある

が，再び入手不可能なとれ等記録を収集 ・ 保管して広く

学内外の研究利用に資するための文献資料館は現在の l事

物館と共にそのZ主義大なるものと信じている.幸IL もと

れ等文献資料の持つ価値が各界か ら認められつつあ って

事業遂行lζ心強きを覚えるのであるが，勝手ながらこの

紙面をお借りして各位IL も御協力と御後援をお願いする

次第であります.

(秋聞大学鉱山学部附属鉱業博物館主事)
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会員館園の紹介

松島水族館

所在地 宮城県宮城郡松島町波打浜18

道 )1頂 国鉄 ・ 仙石線松島海岸駅下車徒歩3 分
運 営 私立 ・ 仙台急行-株式会社館長西篠繁雄

入館料 大人 350円高校 250円小中学生 150円

幼児 80円 3 才以下無料

(団体30名以上) 大人 280円 高校 200円

小中学生 100円幼児 50円

建物の構造 鉄筋コシクリート 1 部 2 階建

1 階

7.k楼生物展示水槽機械室(ポシプ ボイ

ラー冷凍機〉調餌室休憩ホーノレアν

ヵ ν ョ ープーノレ

2~寺

水桜生物展示水槽 魚時士なんでも質問コ

ーナー レクチャーホーノレ変電室研究

室自家発屯室その他

展示物概要 "ftì 乳類 2 極 4点

鳥類 6穫 19点

!陀虫類 5種 13点

魚類 125種 3， 650点

1!!t脊推動物 83廊( 1 ， 300点

沿革特徴 H白羽] 2 年 4 月松ぬ湾の魚介類を収容して関

館，昭和30年博物館相当施設指定以後熱得

魚館， ァ νカプーノレ， 海ガメプーノレを増築

して来ま したが，施設の老化の為， 昭和48

年 7 月よ り新築工事!C入り 49年 4 月再度オ

ープ γ しました.

特徴として水槽内を広く 見せる工夫を乙

ら し，展示方法にも特殊な配慮がはらわれ

動物迷を自然の状態での飼育を主たるテー

マ iζ しており，見て楽しめる魚の公園とし

て，また自然保護の多面的な観察の場と し

て皆様の御i満足を得る ものと思います.

一一 第 4 回全科協博物館事業研会究開催のお知らせ 一-

112和49年度全科協同物館事業研究会は下記によって を解決するための方策として， 具体的資料にもとずき

l 実施する予定ですのでお知らせします 利用者の把握の方法， さらに利用者の増大を方法など

1. 研究テーマ 無関心へのアプローチ について研究討議する

12. 会 期 昭和 田 正|ミ 2 月 26 日(水) ， 27 日 4 会 場 国立科学博物館(東京 ・ 上野)

(木)， 28 日 (金) 5 . 対 象 全科協会員館園職員であればど

13 実施内容 なたでも参加できます
i 生涯教育の推進，週休 2 EI 制実施の拡大， 余暇利用 なお， EI 程等の詳細は実施要綱を別送しますが， 日

! 等の問題がクローズア Y フ。され急速に変わりつつある ごろ当面している諸問題をまとめ， 研究討議を行ない
i 現代の社会状勢 IC対応して科学同物館はどのように対 今後の博物館活動に一つの指向性をもたせたいと思い

j 拠してい っ た ら よいか， 今回は これらに関連する利用 ますので一人でも多 く参加し， 活発に意見の交換をさ

i 者側および博物館側の問題点を整理し，同時にこれら れるととを希望しています.
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